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Taiichi　WAKAKI
は
じ
め
に
東
京
通
詞
魏
五
左
衛
門
は
同
家
編
纂
の
唐
蛮
会
話
辞
書
『
詳
詞
長
短
話
』
、
そ
れ
を
表
記
し
た
特
殊
な
「
魂
氏
仮
名
文
字
」
、
お
よ
び
同
系
の
仮
名
文
字
を
用
い
た
『
東
京
異
詞
相
諌
解
』
『
南
詞
謙
解
』
な
ど
の
辞
書
と
の
関
わ
り
で
注
目
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
注
-
注
2
注
3
注
4
こ
れ
ま
で
に
武
藤
長
平
、
古
賀
十
二
郎
、
増
田
廉
吉
、
中
田
菩
勝
、
大
橋
百
注
5
注
6
合
子
へ
不
破
浩
子
氏
ら
に
よ
る
報
告
・
考
察
が
あ
り
、
と
り
わ
け
魂
氏
の
家
系
注
7
に
つ
い
て
は
宮
田
安
氏
の
調
査
が
備
わ
る
。
本
稿
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
長
崎
大
学
経
済
学
部
武
藤
文
庫
蔵
の
未
紹
介
資
料
を
加
え
て
辞
書
編
纂
者
で
あ
る
東
京
通
詞
魂
氏
の
家
系
と
活
動
を
追
跡
し
て
み
た
い
と
思
う
。
一
東
京
通
詞
-
東
京
久
蔵
-
長
崎
の
通
訳
は
、
阿
蘭
陀
通
詞
と
唐
通
事
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
モ
ウ
ル
あ
っ
て
い
わ
ゆ
る
奥
船
に
か
か
わ
る
遅
羅
通
詞
へ
東
京
通
詞
、
莫
臥
爾
通
詞
は
『
訳
詞
統
譜
』
の
中
で
は
大
ワ
ク
で
唐
通
事
方
に
含
め
る
も
の
の
、
異
国
通
詞
と
称
し
て
別
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
『
榊
華
夷
通
商
考
』
(
西
川
如
見
)
で
は
中
華
十
五
省
(
二
束
十
三
道
)
の
タ
イ
ワ
ソ
ト
ソ
キ
ソ
カ
ウ
チ
外
に
「
外
国
」
と
し
て
「
朝
鮮
・
琉
球
・
大
寛
・
東
京
・
交
祉
」
を
あ
げ
へ
「
右
ノ
国
ハ
唐
土
ノ
外
ナ
リ
ト
云
ド
モ
、
中
華
ノ
命
こ
従
ヒ
'
中
華
ノ
文
字
ヲ
用
へ
三
教
通
達
ノ
国
也
」
と
い
う
。
こ
れ
に
た
い
し
て
「
外
夷
」
と
し
て
チ
ャ
ン
ハ
ソ
カ
ボ
ウ
チ
ヤ
タ
エ
ロ
ッ
コ
ソ
シ
ャ
ム
ロ
ウ
モ
ラ
カ
モ
ウ
ル
ヵ
ラ
バ
ア
「
占
城
・
束
捕
案
・
太
泥
・
六
甲
・
遅
羅
・
母
羅
伽
・
莫
臥
爾
・
唆
噌
把
・
ジ
ャ
ア
バ
ソ
タ
ソ
ヲ
ラ
ソ
ダ
シ
ャ
ガ
タ
ラ
ソ
弧
畦
・
番
且
・
阿
蘭
陀
」
を
あ
げ
、
「
右
之
国
々
ハ
唐
土
ト
差
ヒ
テ
、
皆
横
文
字
ノ
国
也
」
と
説
明
す
る
。
ト
ソ
キ
ソ
シ
ャ
ム
ロ
「
東
京
」
は
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
の
北
部
ハ
ノ
イ
一
帯
、
「
遅
羅
」
は
タ
イ
、
モ
ウ
ル
「
莫
臥
爾
」
は
か
つ
て
の
ム
ガ
ー
ル
帝
国
、
イ
ン
ド
の
南
西
部
で
あ
る
。
東
京
に
は
た
と
え
ば
長
崎
か
ら
出
て
住
み
つ
い
た
貿
易
商
和
田
理
喜
左
衛
門
へ
遅
羅
に
は
伊
勢
山
田
の
産
で
駿
河
府
中
の
山
田
仁
左
衛
門
一
党
が
お
り
、
時
お
り
東
京
船
、
遅
羅
船
が
長
崎
へ
来
航
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
両
国
に
は
昔
か
ら
住
み
着
い
た
日
本
人
の
子
孫
も
お
り
、
ま
た
阿
蘭
陀
船
、
唐
船
も
こ
れ
ら
の
国
々
か
ら
物
資
を
仕
入
れ
へ
貿
易
晶
と
し
て
長
崎
へ
運
ん
だ
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
奥
船
に
は
唐
船
の
乗
組
員
と
し
て
遅
羅
・
東
京
・
束
輔
案
人
な
ど
が
雇
わ
れ
て
い
モ
ウ
ル
た
り
、
遅
羅
船
に
莫
臥
爾
人
が
乗
組
ん
で
来
航
し
た
り
す
る
の
で
、
遅
羅
、
東
l
l大木若
京
、
モ
ウ
ル
の
通
詞
の
必
要
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
訳
詞
統
譜
』
の
(
東
京
通
事
)
の
条
に
は
明
暦
年
中
に
「
東
京
久
蔵
」
と
称
す
る
者
が
い
て
、
そ
の
初
代
に
置
か
れ
て
い
る
(
後
掲
)
。
東
京
久
蔵
の
経
歴
は
よ
-
判
ら
な
い
が
『
通
航
一
覧
』
巻
百
四
十
八
「
長
崎
港
異
国
通
商
総
括
部
」
に
次
の
『
長
崎
記
』
の
記
事
を
引
-
0
(
前
略
)
異
国
通
事
三
人
、
一
人
前
に
二
石
六
斗
七
升
五
合
、
但
、
一
日
に
五
合
宛
三
人
御
扶
持
方
の
積
、
請
取
申
虞
如
件
、
寛
文
十
年
戊
十
二
月
掛
郎
璃
助
印
東
京
通
事
東
京
久
蔵
印
ろ
そ
ん
通
事
末
永
五
郎
助
印
末
次
平
蔵
殿
表
書
の
通
被
相
渡
侯
、
断
は
東
文
有
之
候
、
以
上
、
戊
十
二
月
廿
二
日
河
野
権
右
衛
門
印
末
次
平
蔵
殿
右
異
国
通
事
は
夏
冬
両
度
に
請
取
之
(
後
略
)
こ
の
文
書
は
阿
蘭
陀
通
詞
及
び
異
国
通
詞
の
待
遇
に
関
す
る
取
決
め
を
長
崎
奉
行
河
野
権
右
衛
門
か
ら
代
官
末
次
平
蔵
宛
に
通
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
寛
文
期
に
は
遅
羅
通
詞
森
田
長
助
へ
呂
宋
通
詞
末
永
五
郎
助
、
東
京
通
詞
東
京
久
蔵
注
8
の
給
与
は
阿
蘭
陀
通
詞
の
稽
古
通
詞
程
度
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
こ
れ
に
対
し
'
0
当
方
の
意
志
を
異
国
人
に
有
休
に
申
し
開
か
せ
、
ま
た
異
国
人
の
言
う
事
を
偽
り
な
-
申
し
上
げ
る
べ
き
こ
と
、
0
吉
利
支
丹
宗
門
の
道
具
類
、
書
物
な
ど
に
つ
い
て
は
入
念
に
調
べ
る
こ
と
、
⇔
お
上
の
威
光
を
か
ざ
し
て
諸
人
に
慮
外
の
事
を
し
な
い
こ
と
、
を
記
し
た
起
請
文
を
奉
行
に
差
出
し
、
忠
勤
を
誓
っ
た
。
二
東
京
久
蔵
に
つ
い
て
は
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
元
禄
元
年
(
一
六
八
八
)
の
条
に
記
事
が
あ
る
。
同
年
八
月
二
日
、
薩
摩
か
ら
送
ら
れ
て
来
た
二
人
の
異
形
の
外
国
人
が
何
国
の
者
か
判
明
せ
ず
、
立
山
奉
行
所
へ
唐
通
事
彰
城
宣
義
、
頴
川
藤
左
衛
門
、
彰
城
久
兵
衛
、
そ
の
他
阿
蘭
陀
通
詞
、
モ
ウ
ル
通
詞
、
遅
羅
通
詞
及
び
東
京
久
蔵
ら
主
な
公
儀
通
詞
た
ち
が
召
寄
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
時
通
詞
ら
は
い
ず
れ
も
通
弁
が
で
き
ず
'
福
州
船
の
船
頭
に
見
せ
た
結
果
、
彼
ら
は
台
湾
付
近
の
者
で
海
南
(
広
東
)
船
の
乗
組
員
で
あ
る
唐
人
が
見
知
っ
た
者
で
あ
る
と
口
書
を
差
出
し
、
一
件
落
着
し
た
。
通
詞
の
応
対
の
限
界
が
知
ら
れ
る
事
例
で
あ
る
。
二
親
氏
の
渡
来
と
時
代
背
景
さ
て
東
京
通
詞
魂
氏
と
は
ど
の
よ
う
な
家
系
を
も
つ
人
々
で
あ
ろ
う
か
。
『
長
崎
実
録
大
成
』
第
十
一
巻
「
唐
船
大
津
並
雑
事
部
」
の
寛
文
十
二
年
(
一
六
七
二
)
の
条
に
次
の
よ
う
に
記
す
。
一
塊
九
官
、
之
政
、
其
子
高
、
同
貴
へ
僕
喜
四
人
渡
海
シ
、
依
願
長
崎
在
住
ヲ
ヲ
ガ
御
免
へ
日
本
人
ノ
形
こ
成
ル
。
子
鉦
鹿
清
左
衛
門
へ
同
清
兵
衛
、
僕
魂
五
左
衛
門
ト
ナ
ル
。
こ
の
魂
九
官
こ
と
之
玖
(
揺
)
は
福
建
省
生
れ
の
中
国
人
で
兄
魂
境
南
と
と
も
に
東
京
に
移
住
し
、
東
京
と
長
崎
問
の
貿
易
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
。
長
崎
へ
の
来
港
が
重
な
り
、
寛
文
十
二
年
に
帰
化
を
申
し
出
た
。
『
寛
宝
日
記
』
寛
文
十
二
年
の
条
に
「
右
同
年
(
寛
文
十
二
子
)
、
東
京
九
官
長
崎
江
住
宅
被
仰
付
被
下
侯
様
二
内
々
訴
訟
中
上
侯
、
就
夫
御
赦
免
被
成
住
宅
任
侠
へ
惇
弐
人
御
座
候
ハ
日
本
人
二
罷
成
、
下
釆
壱
人
御
座
候
」
と
あ
る
。
元
禄
十
七
年
刊
『
長
東京通詞魂氏の家系
ぎ
t
j
i
-
.
崎
虫
眼
鏡
』
上
巻
に
は
「
魂
九
官
同
子
清
左
衛
門
同
清
兵
衛
家
来
嬉
ち
う
た
-
し
や
め
ん
/
右
四
人
は
寛
文
十
弐
子
の
と
し
御
ね
か
ひ
中
上
、
日
本
に
住
宅
御
赦
免
あ
り
し
そ
く
す
が
た
て
'
子
息
弐
人
、
延
宝
七
未
の
と
し
日
本
人
の
姿
と
な
る
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
魂
之
攻
l
家
は
寛
文
十
二
年
に
長
崎
住
宅
唐
人
が
ゆ
る
さ
れ
、
延
宝
七
年
(
l
オ
ホ
ガ
六
七
九
年
)
に
「
鉦
鹿
」
の
姓
を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
詳
司
統
艶
に
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
.
本
姓
魂
氏
、
其
先
、
鉦
鹿
郡
二
出
ヅ
、
因
テ
氏
ス
、
寛
文
ノ
末
、
鉦
鹿
氏
匿
名
夕
魂
九
官
ト
稀
シ
'
二
子
l
僕
ヲ
携
テ
、
長
崎
二
流
寓
シ
居
レ
リ
、
先
走
へ
九
官
奮
志
、
明
室
ヲ
恢
興
セ
ン
ト
へ
朱
舜
水
ト
倶
二
、
往
テ
安
南
国
王
こ
説
シ
、
就
テ
援
兵
ヲ
乞
フ
、
時
二
明
王
由
榔
、
蒙
塵
夕
緬
旬
こ
寄
駐
ス
、
呉
三
桂
不
軌
ヲ
懐
キ
清
ヲ
纂
ハ
ン
ト
ノ
企
ニ
テ
、
朝
こ
奏
シ
為
メ
二
明
ノ
根
菓
ヲ
断
ヤ
サ
ン
ト
請
ヒ
、
緬
旬
王
二
授
意
シ
、
明
主
ヲ
執
へ
取
テ
之
ヲ
就
シ
、
明
遂
二
亡
ブ
、
九
官
事
為
ス
可
キ
無
ク
、
東
京
奴
喜
一
ヲ
従
へ
、
郷
里
二
奔
回
夕
、
長
子
高
、
次
子
貴
、
僕
喜
ヲ
携
へ
、
崎
二
乗
テ
宴
こ
家
ス
、
時
唐
商
ノ
通
舶
虚
二
安
南
港
門
ア
リ
、
奉
行
喜
1
ヲ
用
テ
東
京
通
事
ト
為
ス
、
因
テ
錘
鹿
ノ
本
姓
ヲ
胃
シ
、
魂
五
右
衛
門
ト
稀
セ
リ
、
諸
家
ノ
魂
ハ
只
此
一
姓
ノ
ミ
、
職
卑
キ
ヲ
以
テ
未
ダ
此
冊
二
登
ラ
不
ル
也
、
鉦
鹿
ノ
後
、
今
赫
太
郎
在
り
。
右
の
記
事
で
「
鉦
鹿
郡
」
に
因
む
名
乗
り
と
す
る
が
、
そ
の
根
拠
は
未
詳
。
き
ょ
ろ
く
「
鋲
鹿
」
は
、
秦
、
漠
時
代
か
ら
の
古
い
地
名
で
北
京
の
南
西
部
に
位
置
し
、
現
在
は
河
北
省
平
郷
県
に
属
す
る
。
帰
化
し
て
唐
通
事
と
な
っ
た
人
た
ち
は
、
そ
の
姓
に
こ
の
周
辺
の
地
名
を
採
っ
て
河
間
、
清
河
、
穎
川
な
ど
と
名
乗
る
例
が
少
な
-
な
い
。
「
鉦
鹿
」
は
お
そ
ら
-
先
祖
の
出
身
地
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
七
世
紀
の
半
へ
す
で
に
明
朝
は
女
真
族
ヌ
ル
ハ
チ
お
よ
び
二
代
太
宗
の
進
攻
に
よ
っ
て
滅
亡
へ
の
道
を
た
ど
り
つ
つ
あ
っ
た
。
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
正
保
二
年
(
一
六
四
五
)
以
来
、
明
王
朝
復
興
の
た
め
に
鄭
成
功
は
「
日
本
乞
師
」
を
差
し
向
け
て
援
軍
を
求
め
た
が
幕
府
は
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
渦
中
に
朱
子
職
(
舜
水
)
も
あ
っ
て
、
明
の
再
興
の
た
め
に
働
い
た
。
交
鉦
、
遅
羅
の
間
を
漂
泊
し
、
ま
た
長
崎
へ
安
南
の
間
を
幾
度
も
往
来
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
(
「
明
徴
君
文
恭
先
生
碑
陰
」
)
。
魂
九
官
は
監
国
魯
王
の
勅
を
蒙
っ
た
朱
子
職
と
と
も
に
安
南
へ
往
き
国
王
に
援
兵
を
乞
う
た
が
、
か
え
っ
LTCTC
て
捕
え
ら
れ
虜
と
な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
明
の
桂
王
由
榔
は
難
を
避
け
て
緬
旬
(
ど
ル
マ
)
に
身
を
寄
せ
て
い
た
が
、
呉
三
桂
の
裏
切
り
に
あ
っ
て
就
さ
れ
明
は
滅
亡
す
る
に
至
っ
た
。
魂
九
官
は
為
す
す
べ
も
な
-
、
東
京
奴
喜
一
を
従
え
て
郷
里
(
福
州
府
福
清
麻
)
へ
帰
り
、
や
が
て
長
子
高
、
次
子
貴
、
僕
善
を
連
れ
て
寛
文
十
二
年
(
一
六
七
二
)
に
長
崎
へ
渡
来
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
先
だ
っ
て
朱
子
職
は
安
南
、
長
崎
間
を
数
回
往
来
し
て
い
た
が
、
鄭
成
功
の
南
京
攻
略
が
失
敗
し
た
万
治
二
年
(
一
六
五
九
)
冬
に
は
長
崎
へ
流
寓
し
て
お
り
、
柳
河
の
安
藤
省
毒
の
世
話
を
受
け
、
寛
文
五
年
(
一
六
六
五
)
夏
に
は
光
園
か
ら
招
聴
さ
れ
て
水
戸
へ
赴
い
て
い
る
。
経
史
を
講
じ
、
好
学
の
気
風
を
育
み
、
そ
の
後
の
水
戸
学
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
天
和
二
年
(
一
六
八
二
)
四
月
十
七
日
、
波
潤
に
富
ん
だ
八
十
三
年
の
生
涯
を
終
え
た
。
l
方
、
鋲
鹿
氏
と
称
し
た
魂
九
官
一
家
は
東
京
貿
易
で
財
を
成
し
、
延
宝
七
≡
1大木若
午
(
一
六
七
九
)
に
は
中
島
川
に
石
橋
を
架
設
、
翌
年
は
松
森
神
社
の
大
門
を
寄
進
し
(
『
長
崎
実
録
大
成
』
第
四
巻
)
、
ま
た
崇
福
寺
の
檀
越
と
し
て
大
雄
宝
殿
重
層
の
附
加
へ
婿
祖
堂
門
な
ど
の
寄
進
を
行
な
っ
た
。
長
子
清
兵
衛
は
唐
大
通
事
劉
宣
義
の
娘
を
妻
と
し
へ
姻
戚
関
係
に
お
い
て
も
住
宅
唐
人
の
名
家
の
地
位
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
-
し
て
魂
之
談
は
元
禄
二
年
(
l
六
八
九
)
I
月
十
九
日
長
崎
で
没
し
た
。
享
年
七
十
三
(
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
三
)
。
明
末
清
初
の
東
ア
ジ
ア
の
政
治
状
況
が
生
み
だ
し
た
文
化
交
流
の
一
駒
で
あ
る
。
三
東
京
通
詞
親
五
平
次
東
京
通
詞
を
勤
め
る
こ
と
に
な
る
魂
氏
と
は
、
前
章
の
魂
之
抜
一
家
の
従
僕
ひ
め
と
し
て
渡
来
し
た
「
僕
喜
」
(
『
実
録
大
成
』
)
、
「
家
来
嬉
」
(
『
長
崎
虫
眼
鏡
』
)
の
こ
と
で
あ
る
。
『
詳
司
統
譜
』
(
住
宅
唐
人
之
覚
)
に
は
、
右
魂
子
規
一
家
の
後
に
次
の
よ
う
に
付
加
さ
れ
て
い
る
。
寛
文
十
二
子
年
ヨ
リ
一
天
和
三
亥
年
迄
日
本
人
二
成
り
五
平
次
ト
申
侯
右
九
官
僕
東
京
生
レ
魂
喜
す
な
わ
ち
魂
書
は
東
京
人
で
あ
る
。
生
れ
育
っ
た
自
国
の
東
京
語
は
堪
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
中
国
人
で
あ
る
主
家
の
魂
子
規
で
は
な
-
親
善
が
東
京
通
詞
に
任
命
さ
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
詳
司
統
譜
』
の
(
東
京
通
事
)
の
条
に
は
次
の
よ
う
に
歴
代
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
明
暦
年
中
一
元
禄
十
二
卯
年
四
月
廿
九
日
被
仰
付
侯
寛
文
十
二
子
年
魂
九
官
二
附
添
致
渡
海
侯
住
宅
唐
人
喜
東
京
人
ー
正
徳
二
辰
年
二
月
六
日
病
死
一
正
徳
二
辰
年
四
月
十
三
日
被
仰
付
侯
一
宝
暦
七
丑
年
一
天
明
元
丑
年
十
月
十
五
日
被
仰
付
個
天
保
一
四
卯
年
六
月
二
日
御
暇
御
免
六
十
三
ヶ
年
相
勤
侯
二
付
御
褒
美
銀
被
下
置
候
一
是
迄
見
習
被
仰
付
置
侯
虚
天
保
十
四
卯
年
六
月
二
日
父
跡
相
続
被
仰
付
御
扶
持
方
井
受
用
銀
御
手
首
共
是
迄
通
被
下
置
侯
安
政
二
卯
年
四
月
廿
四
日
阿
蘭
陀
通
詞
被
仰
付
都
テ
遅
羅
へ
被
仰
渡
侯
通
四
東
京
久
蔵
久
蔵
跡
役
魂
五
平
次
父
五
平
次
跡
同
五
左
衛
門
同
人
跡同
五
平
次
同
人
跡同
五
左
衛
門
魂
豊
太
郎
東京通詞魂氏の家系
秦
秦
某
妻
五
.大木若
こ
れ
に
よ
っ
て
元
禄
十
二
年
四
月
二
十
九
日
付
で
東
京
久
蔵
の
跡
役
に
親
善
こ
と
五
平
次
が
任
ぜ
ら
れ
、
そ
の
後
は
、
五
左
衛
門
-
五
平
次
-
五
左
衛
門
-
豊
太
郎
と
幕
末
ま
で
の
系
譜
が
知
ら
れ
る
。
長
崎
県
立
図
書
館
所
蔵
の
渡
辺
文
庫
に
は
渡
辺
庫
輔
氏
書
写
に
よ
る
「
魂
氏
注
ー
0
系
図
」
が
あ
る
。
原
本
の
所
在
が
確
認
で
き
な
い
が
、
右
に
掲
げ
た
『
詳
詞
統
譜
』
と
療
合
す
る
と
ほ
ぼ
一
致
し
、
一
部
そ
の
俗
名
に
相
違
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
一
時
親
の
名
乗
り
を
継
い
だ
も
の
と
み
て
よ
い
も
の
で
、
信
頼
し
て
よ
い
系
図
だ
と
考
え
る
。
そ
こ
で
両
資
料
を
校
勘
し
て
照
合
し
、
貌
氏
の
家
系
の
再
現
を
試
み
る
と
、
私
見
で
は
'
お
よ
そ
こ
の
よ
う
に
な
る
(
前
ペ
ー
ジ
参
照
)
0
さ
て
日
本
へ
渡
来
し
て
東
京
通
詞
と
な
っ
た
魂
五
平
次
は
講
は
喜
霞
、
字
は
伍
伯
へ
正
徳
二
年
(
一
七
二
一
)
二
月
六
日
病
没
し
た
。
享
年
五
十
四
。
逆
算
す
る
と
日
本
暦
で
万
治
二
年
(
一
六
五
九
)
'
東
京
で
誕
生
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
五
平
次
こ
と
喜
霞
は
、
寛
文
十
二
年
(
l
六
七
二
)
十
四
歳
の
と
き
に
魂
子
規
親
子
の
従
僕
と
し
て
長
崎
へ
渡
来
し
た
。
そ
の
後
の
具
体
的
な
生
活
は
未
詳
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
-
成
人
す
る
ま
で
従
僕
と
し
て
仕
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
平
次
の
妻
は
囲
女
と
い
う
日
本
人
で
、
宝
暦
四
年
(
一
七
五
四
)
十
月
二
十
三
日
に
九
十
歳
で
没
し
て
い
る
。
逆
算
す
る
と
寛
文
五
年
(
一
六
六
五
)
の
生
れ
で
あ
る
。
息
子
の
五
左
衛
門
喜
虞
の
誕
生
が
貞
享
二
年
(
一
六
八
五
)
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
五
平
次
は
二
十
七
歳
、
妻
園
女
は
二
十
歳
で
あ
る
。
二
人
の
結
婚
は
こ
の
前
年
ご
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。
元
禄
二
年
(
一
六
八
九
)
一
月
十
九
日
、
主
人
魂
九
官
が
病
死
し
た
(
『
唐
六
通
事
会
所
日
録
』
三
)
。
そ
の
跡
は
長
子
魂
高
(
清
左
衛
門
)
、
次
子
魂
貴
(
清
平
衛
)
が
継
い
だ
。
東
京
船
へ
出
資
の
貸
付
銀
は
両
子
息
へ
返
済
す
る
よ
う
唐
大
通
事
官
梅
道
栄
ら
の
は
か
ら
い
で
奉
行
所
に
認
め
ら
れ
た
。
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
三
の
元
禄
六
年
(
一
六
九
三
)
八
月
四
日
の
条
に
、
五
島
へ
漂
着
の
七
十
四
番
温
州
船
と
大
村
へ
漂
着
の
七
十
五
番
遅
羅
船
が
長
崎
港
へ
送
ら
れ
、
西
役
所
に
て
奉
行
立
会
い
の
も
と
で
御
詮
議
が
行
な
わ
れ
た
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
蓮
羅
人
四
人
と
広
南
の
男
女
十
八
人
が
乗
っ
て
お
り
、
遅
羅
通
詞
森
田
権
左
衛
門
ら
四
名
と
東
京
通
詞
東
京
久
蔵
と
喜
(
五
平
次
)
も
呼
ば
れ
、
唐
通
事
ら
も
ま
じ
え
て
詮
議
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
折
年
番
で
あ
っ
た
唐
大
通
事
彰
城
仁
左
衛
門
(
宜
義
)
と
頴
川
藤
左
衛
門
に
連
れ
ら
れ
て
善
は
広
南
人
の
氏
名
へ
年
令
、
信
仰
な
ど
の
調
査
に
あ
た
っ
た
。
「
年
番
両
人
、
喜
、
舟
江
参
、
虞
南
人
之
口
、
喜
通
し
候
て
、
則
船
頭
・
財
副
・
移
長
こ
其
旨
書
付
致
さ
せ
取
申
侯
、
和
ケ
・
真
ノ
物
共
こ
、
西
へ
上
ケ
申
侯
得
ハ
'
此
通
こ
而
能
侯
へ
共
へ
口
之
序
文
ハ
不
入
物
二
俣
、
其
わ
け
、
風
説
こ
も
、
虞
南
人
共
口
書
二
も
、
委
細
二
有
之
侯
間
、
名
・
年
計
書
せ
侯
て
、
和
ケ
相
添
上
ケ
可
申
由
被
仰
付
、
則
御
意
之
通
又
認
直
し
、
重
而
西
へ
上
ケ
申
侯
へ
ハ
、
此
通
二
而
能
侯
」
と
あ
る
。
こ
の
時
喜
(
五
平
次
)
は
「
慶
南
人
之
ロ
」
す
な
わ
ち
安
南
語
(
ベ
ト
ナ
ム
の
北
方
の
言
葉
)
の
通
弁
が
認
め
ら
れ
へ
そ
の
口
書
及
び
風
説
書
の
和
解
(
わ
げ
)
も
丁
寧
に
作
成
し
直
し
へ
西
役
所
、
立
山
役
所
へ
差
し
出
し
へ
そ
の
能
力
が
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
虞
商
人
之
口
」
と
東
京
語
と
は
同
系
の
言
語
で
あ
る
。
「
虞
カ
ウ
ナ
ソ
ト
ソ
南
府
」
は
雲
南
省
の
一
つ
で
、
『
長
崎
実
録
大
成
』
第
十
巻
で
は
「
虞
南
東
キ
ソ
ア
ソ
ナ
ソ
ト
ソ
キ
ソ
カ
ウ
チ
京
」
に
つ
い
て
「
昔
年
ハ
安
南
、
東
京
一
園
こ
テ
交
祉
ト
稀
ス
。
其
後
安
南
ヲ
東京通詞貌氏の家系
虞
南
下
稀
ス
。
東
京
ハ
王
都
こ
テ
虞
南
ニ
ハ
鎮
守
官
ヲ
居
置
テ
臣
ト
ス
。
或
ル
一
代
東
京
国
王
妻
ノ
弟
ヲ
安
南
ノ
簾
守
二
遣
ス
虞
、
如
何
ナ
ル
事
二
ヤ
襲
起
テ
東
京
国
王
ノ
命
令
二
随
ハ
ス
、
国
中
の
人
民
モ
互
二
往
来
無
之
、
遂
二
別
図
ト
ミ
ソ
成
レ
リ
。
(
中
略
)
漢
字
ヲ
用
ヒ
衣
冠
モ
明
朝
ノ
製
法
ヲ
用
ユ
」
と
説
明
す
る
。
交
比
国
が
分
裂
し
て
安
南
、
東
京
に
分
れ
、
さ
ら
に
安
南
は
虞
南
と
称
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
線
を
い
う
。
長
崎
奉
行
は
鎖
国
政
策
の
初
期
に
南
蛮
人
お
よ
び
混
ジ
ャ
ガ
タ
ラ
血
日
本
人
を
追
放
し
た
唆
嘩
昭
を
制
禁
と
す
る
以
外
は
、
右
の
廉
南
、
東
京
、
チ
ア
ソ
バ
ソ
カ
ソ
ポ
ウ
チ
ヤ
連
荘
を
は
じ
め
占
城
、
束
輔
案
に
つ
い
て
は
船
数
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
信
牌
を
与
え
入
港
を
許
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
元
禄
七
年
(
一
六
九
四
)
十
一
月
二
十
七
日
、
新
奉
行
近
藤
備
中
守
用
章
に
対
し
て
'
唐
通
事
た
ち
と
同
様
に
'
住
宅
唐
人
と
し
て
鉦
鹿
清
左
衛
門
、
同
清
兵
衛
及
び
親
書
は
誓
詞
を
差
し
出
し
た
(
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
四
)
0
元
禄
九
年
(
一
六
九
六
)
十
月
十
四
日
、
「
八
幡
町
魂
五
平
次
事
、
今
度
、
水
戸
中
納
言
様
御
家
来
吉
田
永
徹
ト
中
人
嘗
地
江
下
り
居
被
申
侯
、
則
為
御
意
五
平
次
江
戸
江
永
徹
申
由
二
而
、
則
五
平
次
願
書
井
八
幡
町
乙
名
・
組
頭
奥
判
い
た
し
持
参
任
侠
一
通
、
右
之
書
付
今
朝
年
番
両
人
二
而
御
両
所
江
差
上
申
侯
虞
二
、
五
平
次
事
住
宅
唐
人
之
偽
に
付
、
早
速
ニ
ハ
不
被
仰
付
侯
、
御
相
談
之
上
二
而
可
被
仰
付
由
被
仰
渡
侯
」
(
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
五
)
と
い
う
。
こ
の
記
事
は
水
戸
水
圏
の
命
を
受
け
た
吉
田
永
徹
が
、
魂
五
平
次
を
水
戸
へ
招
こ
う
と
し
て
五
平
次
の
願
書
と
居
住
地
で
あ
る
八
幡
町
乙
名
、
組
頭
の
奥
判
を
つ
い
た
申
請
書
を
年
番
通
事
を
仲
介
し
て
立
山
役
所
と
西
役
所
へ
差
出
し
た
こ
と
を
い
う
。
し
か
し
同
十
八
日
、
近
藤
用
章
、
丹
羽
長
守
及
び
到
着
間
も
な
い
諏
訪
頼
蔭
の
三
奉
行
相
談
の
上
、
五
平
次
は
異
国
人
で
あ
る
か
ら
他
所
へ
遺
す
こ
と
ほ
で
き
な
い
と
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
例
が
あ
る
。
延
宝
四
年
(
一
六
七
六
)
に
朱
舜
水
の
息
子
大
成
の
妻
桃
氏
の
坊
が
来
た
時
も
、
舜
水
の
孫
朱
敏
仁
が
延
宝
六
年
に
長
崎
へ
来
た
時
も
面
会
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
舜
水
没
後
の
貞
享
二
年
に
渡
来
し
注
ー
2
た
時
も
長
崎
を
出
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
墓
参
も
で
き
な
か
っ
た
。
黄
葉
の
高
注
1
3
僧
へ
の
特
別
な
措
置
以
外
は
、
極
め
て
厳
重
な
禁
制
が
な
さ
れ
て
い
た
。
元
禄
十
二
年
(
一
六
九
九
)
三
月
二
十
七
日
、
魂
五
平
次
は
前
年
冬
以
来
の
申
入
れ
を
し
て
い
た
「
東
京
久
蔵
明
跡
之
願
書
」
二
通
を
調
え
、
年
番
通
事
を
通
し
て
奉
行
所
へ
請
願
し
た
。
お
そ
ら
-
久
蔵
は
前
年
死
没
し
、
そ
の
跡
役
相
続
の
願
書
で
あ
る
。
そ
の
一
月
後
の
同
年
四
月
二
十
九
日
、
五
平
次
は
立
山
役
所
に
召
出
さ
れ
た
。
「
任
善
例
東
京
久
蔵
同
前
之
役
儀
こ
被
仰
付
侯
、
兼
而
両
国
之
通
用
仕
候
段
被
聞
召
付
候
間
、
向
後
随
分
念
を
入
、
東
京
・
虞
南
之
通
事
相
勤
倹
様
こ
と
被
仰
付
侯
」
と
あ
り
、
か
つ
「
月
代
を
そ
り
風
儀
相
替
申
侯
様
こ
と
被
仰
渡
」
と
記
さ
れ
て
い
る
(
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
五
)
。
五
平
次
は
こ
の
年
日
本
人
の
姿
に
替
り
、
同
年
五
月
三
日
東
京
通
詞
の
誓
詞
を
書
写
、
提
出
し
、
正
式
に
役
儀
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
十
一
歳
の
時
で
あ
る
。
そ
の
後
の
五
平
次
の
活
動
は
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
に
よ
っ
て
わ
づ
か
に
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
宝
永
元
年
(
一
七
〇
四
)
八
月
二
日
、
薩
摩
に
漂
流
し
て
い
た
異
国
人
六
名
が
長
崎
へ
送
ら
れ
、
大
波
止
に
て
オ
ラ
ン
ダ
人
に
実
見
さ
せ
た
と
こ
ろ
三
人
は
オ
ラ
ン
ダ
人
'
三
人
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
際
へ
林
道
栄
ら
唐
通
事
数
名
を
は
じ
め
遅
羅
通
詞
、
モ
ウ
ル
通
詞
お
よ
び
東
京
通
詞
五
平
次
も
詮
議
に
加
わ
っ
た
。
九
月
十
八
日
、
彼
ら
を
蘭
船
に
乗
せ
て
帰
国
さ
せ
七
l
太木若
る
こ
と
が
決
っ
た
(
『
同
日
錬
』
七
)
0
宝
永
五
年
(
一
七
〇
八
)
四
月
十
三
日
、
西
役
所
御
白
洲
に
お
い
て
両
所
奉
行
立
合
の
も
と
、
唐
通
事
1
同
'
及
び
遅
羅
、
モ
ウ
ル
、
東
京
通
詞
五
平
次
ら
六
名
は
、
唐
人
方
に
小
宿
中
の
駐
留
唐
人
と
は
私
的
接
触
な
ど
し
な
い
と
の
誓
約
を
記
し
た
証
文
を
提
出
し
た
(
『
同
日
録
』
七
)
0
正
徳
二
年
(
一
七
二
一
)
二
月
六
日
へ
五
平
次
没
。
五
十
四
歳
で
あ
っ
た
(
魂
氏
系
図
、
『
詳
司
統
語
』
)
。
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
は
同
年
二
月
十
三
日
の
記
事
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
五
平
次
死
去
に
つ
い
て
は
記
録
を
欠
き
、
事
情
は
未
詳
で
あ
る
。
四
二
代
五
左
衛
門
、
三
代
五
平
次
父
親
五
平
次
の
跡
目
を
継
い
で
東
京
通
詞
と
な
る
の
は
、
息
子
の
五
左
衛
門
で
あ
る
。
講
は
喜
廉
。
「
魂
氏
系
図
」
で
は
伍
平
次
と
す
る
が
、
一
時
こ
の
俗
称
を
名
乗
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
宝
暦
六
年
(
一
七
五
六
)
十
一
月
十
三
日
、
七
十
二
歳
で
没
し
た
。
逆
算
し
て
貞
享
二
年
(
一
六
八
五
)
の
誕
生
と
な
る
。
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
九
の
正
徳
二
年
四
月
十
二
日
の
条
に
、
魂
五
平
次
が
病
死
し
た
の
で
そ
の
跡
役
と
し
て
枠
五
左
衛
門
の
相
続
願
書
を
遅
羅
通
詞
森
田
権
左
衛
門
が
奥
判
し
て
持
参
し
た
が
、
町
年
寄
高
木
勘
兵
衛
は
年
番
通
事
高
尾
甚
八
に
質
し
た
と
こ
ろ
、
先
例
と
相
達
す
る
こ
と
が
判
り
、
翌
十
三
日
唐
通
事
日
付
と
年
番
通
事
二
人
、
魂
五
左
衛
門
と
も
に
立
山
奉
行
所
へ
罷
出
て
東
京
通
詞
役
を
仰
付
ら
れ
た
、
と
記
事
が
出
て
い
る
.
五
左
衛
門
の
活
動
に
つ
い
て
は
他
に
見
当
ら
な
い
が
、
唯
一
そ
の
晩
年
の
宝
暦
六
年
正
月
に
記
し
た
「
由
緒
書
」
が
あ
る
。
す
で
に
そ
の
原
物
の
所
在
は
不
注
1
4
明
だ
が
、
増
田
廉
吉
氏
論
か
ら
引
用
す
る
。
八
由
緒
書
御
扶
持
方
三
人
扶
持
東
京
通
事
魂
五
左
衛
門
配
分
銀
式
百
六
拾
目
常
子
七
拾
武
蔵
本
国
東
京
在
住
肥
前
長
崎
、
正
徳
二
辰
年
四
月
ヨ
リ
翌
年
正
月
有
章
院
様
御
代
従
魂
五
平
次
跡
式
被
仰
付
到
嘗
子
年
迄
四
拾
五
年
柏
勤
申
候
二
父
親
五
平
次
右
五
平
次
儀
前
名
親
書
と
申
侯
乱
射
)
+
二
亥
年
東
京
よ
り
長
崎
に
罷
越
居
到
元
禄
十
二
卯
年
四
月
常
憲
院
様
御
代
東
京
赴
軒
被
仰
付
候
節
御
扶
持
方
三
人
扶
持
被
下
嘗
正
徳
二
辰
年
迄
拾
四
年
相
勤
同
年
一
月
五
拾
四
歳
に
て
病
死
任
侠
右
之
通
に
て
相
聞
申
侯
賓
暦
六
年
子
正
月
魂
五
左
衛
門
こ
の
「
由
緒
書
」
は
、
魂
善
の
長
崎
渡
来
を
「
寛
永
十
二
亥
年
」
(
正
し
く
は
寛
文
十
二
亥
年
)
と
誤
る
他
は
「
魂
氏
系
図
」
や
後
に
編
纂
さ
れ
た
『
詳
詞
統
譜
』
を
裏
付
け
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
そ
の
待
遇
も
唐
方
稽
古
通
事
の
約
六
分
の
一
の
薄
給
で
、
ぁ
っ
た
こ
と
、
宝
暦
六
年
ま
で
十
四
年
間
を
勤
め
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
妻
薫
女
は
寛
延
四
年
(
一
七
五
一
)
六
月
十
二
日
、
五
十
八
歳
で
没
し
た
。
三
代
目
五
平
次
は
、
宝
暦
七
年
(
一
七
五
七
)
二
十
六
歳
で
父
五
左
衛
門
の
跡
の
東
京
通
詞
を
継
い
だ
(
『
講
司
統
譜
』
)
。
「
魂
氏
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
講
は
東京通詞魂氏の家系
覚
宝
暦
年
三
代
日
記
置
一
受
用
銀
之
事
東
京
通
事
根
元
壱
貫
五
百
日
被
為
下
置
侯
然
虞
三
拾
年
以
前
父
之
代
寛
延
年
中
之
比
減
少
二
相
成
且
老
弐
百
六
拾
目
受
用
尤
組
役
之
内
達
羅
通
詞
大
寺
久
次
郎
事
是
茂
壱
貫
五
百
日
受
用
高
然
虞
是
茂
半
減
二
成
也
尤
走
者
御
扶
持
方
頂
戴
仕
受
用
銀
計
り
依
之
大
寺
老
減
少
二
相
成
而
六
七
ヶ
年
相
勤
候
而
御
役
儀
差
上
之
押
願
致
而
五
三
ケ
年
分
之
受
用
銀
願
請
取
切
大
寺
家
者
絶
果
ル
也
右
大
寺
ト
魂
氏
ト
一
時
二
減
少
二
成
也
其
委
細
之
訳
親
共
茂
書
留
不
二
'
V
!
置
且
親
共
p
傍
系
致
事
也
尤
其
外
<
r
i
一
モ
節
此
類
多
シ
猶
又
遠
慮
閉
門
被
仰
付
侯
儀
老
無
之
候
其
比
遅
羅
通
詞
森
田
茂
少
シ
者
減
方
二
相
成
走
者
其
節
段
〝
之
仕
細
有
り
且
も
ふ
る
通
詞
事
老
先
年
一
旦
老
御
役
儀
差
上
侯
而
取
切
願
請
候
跡
也
御
上
'∴∴∴ ●・!.-?∴ メ
子∴∴十∴ ・・:
i
①党(武藤文庫『古文書集』 1)
カ
ブ
ツ
ブ
サ
ザ
ル
p
役
株
不
潰
之
故
弐
百
日
宛
被
為
下
置
候
役
也
善
的
、
天
明
元
年
(
一
七
八
一
)
八
月
七
日
、
五
十
歳
没
。
逆
算
し
て
享
保
十
七
年
(
一
七
三
二
)
の
誕
生
。
妻
貞
女
は
、
五
平
次
よ
り
早
-
明
和
六
年
(
一
七
六
九
)
六
月
十
三
日
'
三
十
三
歳
で
没
し
た
。
長
崎
大
学
経
済
学
部
武
藤
文
庫
蔵
『
古
文
書
集
』
I
に
魂
氏
関
係
の
文
書
が
貼
布
、
保
存
・
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
関
連
の
あ
る
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
次
の
魂
氏
文
書
(
写
真
①
)
は
署
名
は
な
い
が
三
代
五
平
次
の
書
置
の
写
し
と
見
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
受
用
銀
之
事
」
は
通
詞
の
待
遇
の
悪
化
を
記
し
た
資
料
で
あ
る
。
東
京
通
詞
は
当
初
銀
壱
貫
五
百
日
を
支
給
さ
れ
て
い
た
。
し
か
る
に
三
十
年
前
父
五
左
衛
門
の
代
の
寛
延
年
問
に
弐
百
六
拾
目
に
減
給
と
な
っ
た
。
遅
羅
通
詞
大
寺
久
四
郎
も
壱
貫
五
百
日
か
ら
半
減
、
そ
の
後
五
年
分
程
の
受
用
銀
を
願
い
請
け
て
退
職
し
た
。
同
役
森
田
氏
も
減
給
、
ま
た
モ
ウ
ル
通
詞
も
一
旦
は
役
儀
を
過
-
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
役
株
は
潰
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
弐
百
目
の
給
与
で
留
任
し
て
い
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
来
航
の
船
が
少
な
い
と
は
い
え
唐
通
事
、
阿
蘭
陀
通
詞
に
比
べ
て
待
遇
は
相
当
に
低
-
お
さ
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
『
長
崎
分
限
帳
』
に
も
同
様
の
待
遇
が
記
さ
れ
て
お
り
、
以
後
は
こ
れ
を
基
本
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。
五
四
代
五
左
衛
門
こ
の
四
代
目
五
左
衛
門
が
『
詳
詞
長
短
話
』
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
る
魂
龍
山
で
あ
る
。
講
は
喜
輝
、
号
が
龍
山
。
「
魂
氏
系
図
」
で
は
名
を
伍
左
衛
門
と
す
る
。父
五
平
次
の
跡
を
継
い
で
東
京
通
詞
と
な
っ
た
の
は
天
明
元
年
(
l
七
八
l
)
九
.
大木若
十
月
十
五
日
で
あ
る
。
武
藤
文
庫
蔵
『
古
文
書
集
』
I
に
は
、
「
東
京
通
詞
」
の
魂
氏
代
々
を
記
し
た
文
書
二
葉
が
貼
布
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
下
書
き
風
で
精
粗
の
違
い
は
あ
る
が
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
全
体
は
省
略
す
る
が
五
左
衛
門
に
つ
い
て
は
「
天
明
元
丑
年
十
月
十
五
日
被
仰
付
候
五
左
衛
門
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
『
詳
司
統
語
』
の
記
事
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
没
年
は
天
保
五
午
(
一
八
三
四
)
十
二
月
十
二
日
で
、
享
年
七
十
八
。
逆
算
す
る
と
宝
暦
七
年
(
一
七
五
七
)
の
誕
生
。
通
詞
職
を
二
十
五
歳
の
時
に
継
い
だ
こ
と
に
な
る
。
妻
某
は
文
政
五
年
(
一
八
二
二
)
三
月
十
九
日
、
六
十
歳
没
(
「
魂
氏
系
図
」
)
0
天
明
七
年
(
一
八
一
七
)
七
月
、
入
港
し
た
紅
毛
船
に
異
国
人
四
人
が
乗
っ
て
お
り
吟
味
が
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、
言
語
が
通
じ
な
か
っ
た
の
で
出
島
内
に
留
め
て
お
い
た
。
ま
も
な
-
安
南
人
ら
し
い
こ
と
が
判
り
、
在
館
唐
人
と
対
談
さ
せ
た
と
こ
ろ
'
安
南
国
郷
里
の
者
で
言
語
は
十
に
二
、
三
し
か
分
ら
な
か
っ
た
。
四
人
は
漁
師
で
関
帝
観
音
を
信
仰
し
、
邪
宗
で
は
な
か
っ
た
の
で
幕
府
の
下
知
を
仰
ぎ
、
同
年
九
月
二
十
日
紅
毛
船
に
乗
せ
て
帰
国
さ
せ
た
(
『
長
崎
志
続
編
』
巻
九
)
0
こ
の
事
件
に
関
す
る
五
平
次
の
文
書
「
乍
恐
口
上
書
」
(
『
古
文
書
集
』
1
、
写
真
④
)
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
〇
東
京
通
詞
魂
五
左
衛
門
㊥
右
五
左
衛
門
奉
顧
侯
通
相
違
無
御
座
候
何
分
通
弁
等
為
仕
申
度
於
私
乍
恐
口
上
書
水
野
若
狭
守
出
勤
之
節
l
此
度
紅
毛
船
l
異
国
人
達
渡
侯
二
付
私
共
被
召
出
於
御
役
所
二
通
弁
仕
X
A
候
様
被
仰
付
候
虚
言
語
相
分
不
申
侯
然
虞
安
商
人
之
様
二
風
聞
仕
候
問
私
先
祖
之
儀
老
東
京
人
二
両
安
南
口
侍
来
任
申
侯
二
付
何
卒
通
弁
相
封
等
今
一
鷹
御
免
被
為
仰
付
候
老
難
有
奉
存
侯
④乍恐口上書(武藤文庫『古文書集』 1 )天明七年七月
東京通詞魂氏の家系
共
二
茂
奉
願
侯
尚
又
私
共
儀
得
と
人
物
等
見
置
後
年
之
書
俸
二
茂
仕
度
奉
存
候
二
付
相
対
等
御
免
被
為
成
下
候
様
重
畳
奉
願
侯
以
上
天
明
年
腎
月
※
B
モ
ウ
ル
通
詞
中
原
松
之
介
㊥
遅
羅
通
詞
森
田
次
太
夫
㊥
高
嶋
八
郎
左
衛
門
殿
福
田
十
郎
右
衛
門
殿
※
A
未
年
阿
蘭
陀
舟
.
t
Q
六
月
之
廿
四
日
夜
七
ツ
時
分
御
役
所
上
ル
尤
此
時
東
京
口
計
り
懸
侯
安
南
口
ハ
差
ひ
か
へ
侯
然
虞
館
内
t
六
番
舟
之
唐
人
出
テ
安
南
人
与
言
計
り
也
委
細
二
不
分
※
B
早
束
御
免
有
之
五
左
衛
門
被
召
出
七
月
十
二
日
二
出
場
之
鮫
戒
之
(
マ
マ
)
二
皆
二
安
南
入
居
供
出
嶋
仕
役
モ
止
ル
也
御
検
使
二
頭
御
役
所
付
二
組
御
連
被
成
候
て
安
商
人
と
鷹
封
致
通
弁
致
候
虞
長
キ
語
談
ハ
分
兼
候
短
キ
事
少
々
相
分
事
也
則
御
検
使
阿
蘭
陀
方
諸
役
人
日
用
之
物
共
見
物
若
牛
殺
ス
ル
也
異
園
通
詞
三
人
共
出
タ
リ
両
人
之
物
共
残
念
二
思
五
左
衛
門
を
追
出
タ
リ
こ
の
「
乍
恐
口
上
書
」
は
、
異
国
人
に
対
す
る
東
京
通
詞
魂
五
左
衛
門
の
再
度
の
通
弁
の
許
可
を
、
モ
ウ
ル
通
詞
中
原
松
之
介
と
遅
羅
通
詞
森
田
次
太
夫
が
立
合
い
で
五
左
衛
門
の
後
見
役
と
し
て
町
年
寄
高
嶋
八
郎
左
衛
門
と
福
田
十
郎
右
衛
門
へ
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
町
年
寄
か
ら
奉
行
水
野
若
狭
守
へ
届
け
ら
れ
、
許
し
が
出
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
押
印
さ
れ
て
い
る
が
こ
れ
は
控
え
で
あ
ろ
う
。細
字
の
書
入
れ
※
印
A
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
経
緯
が
知
ら
れ
る
。
天
明
七
年
六
月
二
十
四
日
夜
七
ツ
時
分
、
召
さ
れ
て
異
国
人
と
対
面
し
、
東
京
口
で
通
弁
を
試
み
た
が
言
葉
は
通
じ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
唐
人
屋
敷
に
帯
在
中
の
六
番
船
の
唐
人
が
安
南
人
だ
ろ
う
と
風
聞
し
て
い
る
。
私
の
先
祖
は
東
京
人
で
あ
る
が
、
わ
が
家
に
は
安
南
口
も
伝
来
し
て
い
る
の
で
、
も
う
一
度
通
弁
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
い
と
モ
ウ
ル
通
詞
、
遅
羅
通
詞
の
連
名
で
願
い
出
た
。
※
B
に
よ
れ
ば
、
幸
い
許
可
が
出
て
、
七
月
十
二
日
出
場
の
鮫
蔵
の
二
階
に
い
た
安
南
人
と
再
度
応
対
し
、
通
弁
し
た
と
こ
ろ
、
長
い
「
語
談
(
会
話
)
」
は
判
ら
な
か
っ
た
が
短
い
事
は
少
し
判
っ
た
。
御
検
使
役
の
二
人
、
阿
蘭
陀
方
役
人
は
日
用
の
物
を
見
物
、
異
国
通
詞
二
人
は
五
左
衛
門
を
促
し
、
三
人
で
そ
の
場
を
立
ち
出
で
た
。
お
よ
そ
右
の
よ
う
な
経
過
で
あ
る
が
、
東
京
語
に
加
え
て
安
南
語
を
心
得
て
い
る
は
ず
の
五
左
衛
門
は
通
弁
が
か
な
わ
ず
、
面
目
を
失
な
っ
た
の
で
あ
る
。
寛
政
五
年
(
一
七
九
三
)
四
月
十
四
日
、
三
十
七
歳
の
五
左
衛
門
は
、
事
実
上
東
京
通
詞
は
閑
職
に
つ
き
、
唐
方
の
見
習
通
弁
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
『
長
崎
志
続
編
』
巻
十
八
年
表
挙
要
)
に
次
の
よ
う
に
記
す
。
四
月
十
四
日
、
東
京
通
詞
魂
五
左
衛
門
、
常
時
本
役
動
向
無
之
二
依
テ
、
唐
方
諸
役
場
ヱ
出
勤
致
シ
見
習
通
辞
等
可
心
懸
旨
被
命
之
且
手
首
、
年
々
銀
百
目
宛
賜
之
本
役
の
東
京
通
詞
の
仕
事
は
な
-
、
唐
通
事
見
習
と
し
て
手
当
も
年
に
銀
百
目
に
減
給
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
宝
暦
五
年
(
一
七
五
五
)
以
来
、
入
港
唐
船
は
年
に
十
二
、
三
腹
、
蘭
船
は
一
、
二
腹
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
や
む
を
得
な
い
事
態
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
遺
憾
こ
の
上
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
同
年
六
月
八
日
、
箱
館
に
ロ
シ
ア
船
が
入
港
し
、
目
付
石
川
忠
房
が
松
前
で
一
一
1太木若
使
節
ラ
ス
ク
マ
ン
と
会
見
。
信
牌
を
与
え
て
長
崎
大
津
を
許
可
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
通
詞
た
ち
は
奉
行
高
尾
伊
賀
守
へ
心
得
書
を
差
し
出
し
た
。
前
掲
『
古
文
書
集
』
I
に
貼
布
さ
れ
た
文
書
の
一
枚
に
、
信
牌
を
改
め
る
際
に
役
人
に
同
行
せ
よ
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
「
其
節
紅
毛
大
小
通
詞
之
内
弐
人
、
唐
大
小
通
事
之
内
弐
人
、
異
国
通
詞
三
人
何
れ
も
差
添
被
侯
間
相
心
得
被
可
以
上
寛
政
五
年
寅
十
月
」
と
い
う
。
こ
こ
に
お
い
て
異
国
通
詞
の
存
在
意
義
が
少
し
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
った。貌
五
左
衛
門
は
父
祖
の
代
か
ら
の
東
京
通
詞
の
家
職
へ
通
弁
の
経
歴
な
ど
を
記
し
、
町
年
寄
及
び
長
崎
奉
行
高
尾
伊
賀
守
へ
「
口
上
書
」
を
差
出
し
た
。
遅
羅
通
詞
、
も
う
る
通
詞
も
同
様
で
あ
る
。
次
は
『
古
文
書
集
』
I
に
貼
布
の
魂
氏
文
書
(
写
真
③
)
で
あ
る
。
-K∴「∴
*-A妄j去/i享il法皇--一旦呈:声iミ
④乍恐口上書(武藤文庫『古文書集』 1 )寛政五年十二月
乍
恐
口
上
書
l
寓
治
元
年
成
年
比
東
京
国
.
t
Q
便
船
等
も
来
朝
任
侠
得
共
細
儀
ハ
一
切
相
分
不
申
候
右
寓
治
元
年
p
三
十
年
程
過
去
而
元
禄
辰
年
東
京
船
壱
般
渡
来
仕
乗
組
人
数
五
十
人
計
り
同
年
夏
比
又
壱
腹
渡
来
仕
此
船
二
者
東
京
人
之
内
二
安
内
人
も
乗
組
居
中
侯
御
奉
行
河
口
摂
津
守
様
御
在
勤
之
節
こ
而
御
座
候
尤
東
男
等
之
儀
者
船
又
ハ
町
地
方
こ
而
も
頁
買
任
侠
様
親
共
.
t
o
私
儀
偉
承
任
侠
然
者
異
国
人
在
留
之
儀
ハ
町
宿
任
侠
時
分
と
奉
存
侯
尤
此
比
道
二
者
唐
館
等
も
無
御
座
候
既
二
其
比
唐
人
星
鋪
地
引
等
家
造
り
杯
取
掛
侯
様
俸
承
任
侠
勿
論
東
京
船
渡
来
之
節
老
私
先
祖
共
首
尾
能
通
弁
任
侠
内
是
又
親
共
.
t
Q
倖
承
仕
居
中
侯
右
東
京
船
元
禄
元
年
辰
年
二
渡
来
任
侠
而
後
者
唐
船
之
内
二
少
々
宛
ハ
乗
組
間
々
渡
来
任
侠
由
木
方
仕
立
之
船
老
其
後
l
切
渡
来
仕
不
申
侯
右
元
禄
元
辰
年
.
t
Q
嘗
丑
年
道
百
五
十
年
二
相
成
申
侯
〇
年
久
此
訴
御
請
覚
書
東京通詞魂氏の家系
敷
儀
二
御
座
候
得
老
委
細
之
儀
相
分
不
申
侯
○
此
段
乍
恐
以
書
付
中
上
候
丑
十
二
月
東
京
通
詞
魂
五
左
衛
門
高
嶋
儀
五
郎
殿
高
嶋
作
兵
衛
殿
此
通
書
也
高
尾
伊
賀
守
様
右
の
「
口
上
書
」
あ
る
万
治
元
年
(
一
は
下
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
面
に
六
五
八
)
の
東
京
国
か
ら
の
便
船
と
い
う
の
は
、
同
年
六
月
二
十
四
日
に
台
湾
か
ら
来
航
し
た
国
姓
爺
の
便
船
を
さ
す
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
元
禄
元
年
の
東
京
船
に
つ
い
て
は
記
録
を
欠
い
て
い
て
確
認
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
先
祖
の
魂
五
平
次
以
来
の
通
弁
の
活
動
に
つ
い
て
は
「
俸
承
」
と
こ
と
わ
り
な
が
ら
も
、
代
々
そ
の
役
目
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。『
長
崎
志
編
編
』
巻
十
八
年
表
挙
要
)
に
は
、
こ
の
翌
々
年
、
す
な
わ
ち
寛
政
七
年
(
一
七
七
五
)
の
条
に
次
の
記
事
が
出
る
。
一
東
京
通
詞
魂
五
左
衛
門
、
遅
羅
通
詞
森
田
次
太
夫
両
人
ヱ
通
辞
書
ヲ
編
輯
シ
、
非
常
之
節
ノ
為
御
役
所
ヱ
可
約
置
旨
被
命
付
各
詳
詞
書
ヲ
謄
写
シ
テ
奉
之
、
仇
テ
筆
紙
料
ト
シ
テ
五
左
衛
門
ヱ
銀
壱
枚
、
治
太
夫
ヱ
金
武
百
疋
賜
之
こ
れ
は
『
詳
詞
長
短
話
』
編
纂
に
か
か
わ
る
記
事
で
、
長
崎
奉
行
高
尾
伊
賀
守
(
寛
政
七
年
二
月
五
日
転
出
)
及
び
平
賀
式
部
少
輔
、
中
川
飛
騨
守
か
ら
命
じ
ら
れ
、
非
常
事
態
の
際
に
備
え
て
「
通
辞
書
ヲ
編
輯
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
い
う
。
現
在
長
崎
県
立
図
書
館
に
伝
存
す
る
『
諾
詞
長
短
話
』
(
析
型
本
一
冊
[
中
巻
二
欠
]
'
大
本
三
冊
)
が
右
の
提
出
し
た
「
詳
詞
書
」
に
該
当
す
る
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
す
で
に
大
橋
百
合
子
氏
が
右
の
経
緯
を
推
定
す
る
と
と
も
に
、
中
巻
一
に
つ
い
て
は
解
読
、
翻
字
を
試
み
ら
れ
て
い
る
の
で
内
容
に
つ
い
注
1
5
て
は
御
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
と
こ
ろ
で
『
長
崎
志
続
編
』
の
こ
の
記
事
は
、
寛
政
八
年
の
条
に
入
る
べ
き
内
容
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
『
詳
詞
長
短
話
』
の
書
誌
を
記
す
が
、
寛
政
八
年
八
月
二
十
八
日
に
活
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
筆
紙
料
銀
壱
枚
」
を
頂
戴
し
た
の
は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
『
長
崎
志
続
編
』
の
編
纂
者
が
寛
政
七
年
の
条
に
記
入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
『
詳
詞
長
短
話
』
の
書
誌
を
記
載
し
て
お
-
。
講
詞
長
短
話
(
写
真
④
⑤
)
長
崎
県
立
図
書
館
蔵
ォ
*
,
)
写
本
四
巻
四
冊
現
存
(
巻
二
欠
)
書
型
桝
型
本
(
縦
十
五
・
三
c
m
x
横
十
六
・
五
c
m
)
一
冊
、
特
大
本
(
縦
三
十
・
五
c
m
x
横
二
十
二
・
〇
c
m
)
三
冊
存
。
本
来
研
型
本
二
冊
、
大
本
三
冊
の
五
冊
本
で
あ
っ
た
筈
だ
が
第
二
冊
目
欠
。
全
冊
紙
経
仮
綴
。
各
冊
と
も
裏
の
綴
目
に
魂
氏
の
丸
印
を
押
す
。
表
題
表
紙
は
素
紙
、
中
央
に
墨
で
打
付
け
書
き
「
諾
詞
長
短
話
一
(
～
五
)
」
(
二
欠
)
。
第
一
冊
目
右
下
に
「
全
五
冊
」
と
朱
書
。
一
三
若木太
④ 『諾詞長短話』第三、四、五冊大本、同第一冊析型本長崎県立図書館蔵
⑤ 『講詞長短話』第五冊識語同第一冊識語
四
東京通詞貌氏の家系
第
一
冊
析
型
本
。
全
3
 
9
丁
(
墨
付
3
 
7
丁
、
前
後
遊
紙
2
丁
)
扉
題
「
詳
蛮
大
謙
長
短
話
五
冊
之
内
/
中
巻
一
」
(
中
央
に
子
持
枠
'
一
オ
)
。
以
下
全
丁
墨
引
匡
郭
(
縦
十
三
・
八
c
m
x
横
十
四
二
ハ
5
'
四
周
単
線
)
を
付
す
.
巻
頭
に
焚
字
、
焚
語
を
掲
げ
、
諸
国
仏
神
及
び
言
語
の
根
元
で
あ
る
こ
と
等
を
説
き
、
三
漢
を
は
じ
め
イ
ン
デ
ヤ
、
南
蛮
、
モ
ウ
ル
、
遅
羅
、
東
京
の
文
字
、
言
語
の
音
律
、
清
濁
等
の
概
要
、
あ
る
い
は
本
書
に
八
分
字
、
古
文
字
様
に
記
述
す
る
大
概
を
記
す
(
～
十
五
ウ
)
。
次
に
「
縦
＼
ヽ
横
長
短
話
一
4
」
と
扉
題
し
、
「
詳
詞
井
蛮
語
之
誰
悪
T
J
と
内
題
。
以
下
「
天
長
地
久
」
等
の
例
文
の
発
音
を
右
側
に
中
華
、
安
南
、
東
京
、
左
側
に
も
う
る
、
阿
蘭
陀
、
南
蛮
(
イ
ス
バ
ニ
ヨ
)
を
配
置
す
る
と
い
う
凡
例
を
お
き
、
以
下
に
語
嚢
、
短
話
を
掲
げ
る
(
～
三
一
オ
)
。
小
二
冊
は
「
諸
藩
之
諌
話
」
(
諸
国
の
言
語
)
、
大
三
冊
は
東
京
語
二
冊
と
ハ
ル
シ
イ
海
外
の
言
語
。
総
計
五
冊
揃
。
ナ
ム
号
、
シ
ャ
ム
号
計
十
二
冊
を
三
冊
に
合
謙
し
た
も
の
と
い
う
。
巻
末
に
「
都
是
自
祖
翁
(
魂
喜
官
東
京
人
)
倦
来
之
中
意
如
件
/
寛
政
八
丙
辰
年
/
中
秋
月
末
八
日
/
改
清
貫
之
魂
龍
山
(
花
押
)
」
と
あ
り
、
初
代
魂
喜
(
五
平
次
)
か
ら
の
伝
来
の
辞
書
を
五
冊
に
編
纂
し
た
こ
と
を
記
す
。
本
冊
二
十
丁
目
袋
綴
の
内
側
に
次
の
貼
紙
を
す
る
。
「
寛
政
八
丙
辰
年
八
月
大
吉
祥
日
詳
詞
書
五
冊
御
役
所
賓
蔵
二
預
ケ
置
魂
之
家
二
人
用
之
節
者
何
時
モ
無
異
儀
直
二
請
取
約
束
之
書
/
(
焚
字
)
妙
音
神
通
力
魂
五
左
衛
門
増
結
才
-
置
/
猶
善
悪
非
常
芝
草
序
幕
一
役
儀
召
被
上
役
儀
二
離
別
於
到
老
時
日
ヲ
不
移
請
取
約
定
勿
論
御
役
者
御
上
之
役
書
物
老
魂
祖
之
物
也
先
祖
ヨ
リ
申
俸
此
談
申
置
」
。
す
な
わ
ち
命
を
受
け
て
寛
政
八
年
七
月
二
十
八
日
に
清
書
し
、
八
月
吉
日
に
『
詳
詞
長
短
話
』
五
冊
を
役
所
へ
提
出
し
た
。
但
し
先
祖
伝
来
の
書
物
で
あ
る
か
ら
役
所
の
宝
蔵
へ
預
け
て
お
-
だ
け
で
、
必
要
が
生
じ
た
ら
異
儀
な
-
返
却
し
て
も
ら
う
約
束
で
あ
る
。
万
一
役
儀
が
召
上
げ
ら
れ
た
場
合
も
同
様
で
、
通
詞
職
は
お
上
の
役
儀
で
あ
る
が
『
詳
詞
長
短
話
』
は
魂
祖
の
も
の
で
あ
る
、
と
記
し
て
い
る
。
親
善
伝
来
の
家
職
を
守
ろ
う
と
す
る
五
左
衛
門
の
強
い
気
慨
を
示
す
書
置
き
と
い
え
よ
う
。
第
二
冊
欠
第
三
冊
大
本
。
全
4
 
0
丁
(
墨
付
3
 
5
丁
、
白
紙
5
丁
)
。
「
詳
詞
長
短
話
三
」
(
表
紙
中
央
打
付
書
)
。
内
容
は
「
天
地
交
通
/
降
/
行
」
「
輸
入
性
得
/
高
下
/
異
名
」
「
五
穀
吃
/
野
菜
/
食
遠
」
「
身
遠
/
衣
賂
/
録
忍
常
用
行
李
話
」
「
神
速
/
儒
具
/
併
婿
」
「
賓
器
/
菓
石
竹
木
/
薬
財
疋
頭
」
「
疋
頭
井
五
色
/
種
々
/
色
達
」
。
巻
末
に
寛
政
八
年
中
秋
の
第
一
冊
目
と
同
様
の
識
語
。
第
四
冊
大
本
。
全
4
 
0
丁
(
墨
付
3
 
7
丁
、
自
3
丁
)
。
内
容
は
「
三
拾
式
箇
園
横
詞
」
「
日
本
異
国
間
々
話
」
「
有
無
善
悪
話
」
「
色
姪
遠
話
」
「
想
量
遠
談
々
話
」
「
船
河
下
通
話
」
「
諸
雑
催
木
長
短
話
」
。
巻
末
に
第
一
冊
と
同
様
の
寛
政
八
年
中
秋
の
識
語
。
第
五
冊
大
本
。
全
4
 
0
丁
(
墨
付
3
 
8
丁
、
自
2
丁
)
。
内
容
は
「
壱
式
参
貫
目
」
「
秤
物
/
所
数
」
「
責
買
」
「
講
債
塊
」
「
算
談
」
「
金
銀
鏡
」
「
昼
夜
」
「
天
地
/
日
月
」
「
降
物
」
「
談
話
」
「
船
場
談
話
」
「
拾
式
月
」
「
国
名
」
「
大
鉢
異
名
」
「
老
若
男
女
」
「
本
末
生
死
」
「
陳
器
械
」
「
衣
服
」
「
行
李
刃
物
」
「
武
具
軍
用
」
「
船
船
具
名
」
「
山
海
響
「
山
林
名
」
「
魚
鳥
」
「
鳥
1
五
.大木若
畜
」
「
虫
類
」
「
喰
養
吟
味
類
」
「
野
菜
喰
」
「
疋
頭
名
」
「
薬
財
」
「
香
木
」
な
ど
。
巻
末
識
語
に
「
一
各
様
事
倍
大
更
々
有
口
偉
了
/
都
是
自
祖
翁
(
墾
貴
官
)
俸
釆
書
本
也
奉
敬
説
這
件
新
大
有
趣
尾
々
観
喜
々
」
と
あ
る
。
ま
た
同
じ
-
「
寛
政
八
丙
辰
年
/
中
秋
月
拓
落
未
八
日
/
改
記
清
静
駕
之
/
東
京
通
詞
實
血
塊
五
左
衛
門
(
印
)
」
と
記
す
.
6
荏
-
「
東
京
通
事
魂
龍
山
遣
写
本
『
諾
詞
長
短
話
』
に
就
き
て
」
(
『
西
南
文
運
史
論
』
大
正
十
五
年
六
月
、
岡
書
院
刊
所
収
)
0
2
『
長
崎
洋
学
史
』
上
(
昭
和
四
十
一
年
三
月
、
長
崎
文
献
社
刊
)
第
一
(
マ
マ
)
章
七
「
魂
五
左
衛
門
の
南
詞
裸
解
」
。
3
「
帰
化
唐
人
の
日
本
学
研
究
(
魂
氏
の
詳
詞
長
短
話
)
」
(
『
長
崎
談
叢
』
第
三
十
四
韓
、
昭
和
十
九
年
八
月
)
0
4
「
魂
氏
の
用
い
た
特
殊
な
音
符
に
つ
い
て
-
「
訳
詞
長
短
話
」
を
資
料
と
し
て
ー
」
(
『
長
崎
県
立
国
際
経
済
大
学
論
集
』
第
八
巻
第
二
号
へ
昭
和
四
十
九
年
九
月
)
。
「
魂
氏
と
『
魂
氏
楽
譜
』
-
徳
川
時
代
の
中
国
語
-
」
(
『
同
』
第
九
巻
第
三
・
四
合
併
号
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
)
。
5
「
唐
通
事
の
語
学
書
-
『
訳
詞
長
短
話
』
管
見
-
」
(
『
語
文
研
究
』
第
五
十
五
号
、
昭
和
五
十
八
年
六
月
)
、
「
方
言
資
料
と
し
て
見
た
長
崎
通
事
の
語
学
書
-
魂
龍
山
『
訳
詞
長
短
話
』
及
び
岡
島
冠
山
の
著
作
な
ど
-
」
(
『
同
』
第
五
十
九
号
、
昭
和
六
十
年
六
月
)
、
「
魂
龍
山
『
訳
詞
長
短
話
』
-
翻
刻
と
解
題
-
0
」
(
『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
第
四
号
、
昭
和
六
十
年
十
一
月
)
。
加
u
d
1415日
目
一
六
「
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
・
経
済
学
部
分
館
武
藤
文
庫
所
蔵
文
学
・
語
学
関
係
貴
重
資
料
」
(
『
長
崎
大
学
貴
重
資
料
』
(
平
成
七
年
三
月
)
0
『
唐
通
事
家
系
論
致
』
(
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
、
長
崎
文
献
社
刊
)
。
『
寛
宝
日
記
』
天
和
元
年
の
条
に
遅
羅
通
詞
、
東
京
通
詞
は
「
役
料
壱
人
前
二
銀
拾
枚
宛
」
と
す
る
。
ま
た
『
通
航
一
覧
』
巻
百
四
十
八
に
は
『
長
崎
分
限
帳
』
を
引
き
「
遅
羅
通
詞
一
人
〇
一
同
二
百
六
十
日
、
三
人
扶
持
東
京
通
詞
一
人
0
1
同
二
百
日
モ
ウ
ル
通
詞
l
人
」
と
′
記
す
。
後
の
資
料
は
寛
政
期
に
減
額
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
詳
詞
統
譜
』
(
『
長
崎
県
史
』
史
料
編
第
四
)
宮
田
安
『
長
崎
崇
福
寺
論
致
』
(
昭
和
五
十
年
八
月
、
長
崎
文
献
社
刊
)
五
二
七
～
五
三
〇
頁
。
長
崎
県
立
図
書
館
渡
辺
文
庫
「
楢
林
家
系
外
」
(
渡
辺
庫
輔
氏
ノ
ー
ト
)
。松
野
一
郎
『
安
東
省
奄
』
(
平
成
七
年
十
一
月
、
西
日
本
新
聞
社
刊
)
八
八
～
八
九
頁
。
『
唐
通
事
会
所
日
録
』
第
三
巻
(
東
大
出
版
会
)
〇
二
七
六
頁
。
注
3
参
照
。
前
掲
『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
第
四
号
。
[
付
記
]
資
料
の
閲
覧
、
掲
載
を
許
さ
れ
た
長
崎
県
立
図
書
館
、
長
崎
大
学
経
済
学
部
図
書
館
武
藤
文
庫
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
(
一
九
九
六
年
十
月
三
十
一
日
受
理
)
